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農業経営の動態的把握に関する

序　論　的　考　察

七　戸 長　生

　　　　　　1・問題提起

　経営学，あるいは経営経済学，は他の諸学に

対比してより強く実演性を要求する学閥である

といわれている。このことは資本主義経済が発

達して企業，とりわけ工場工業の企業経営，rの

内部に種々の閥題が包蔵きれるにいたり，その

問題に直面した盆池資本家の「欄別資本をいか

に運営するか」という実銭的な問題提趨によつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（D
て，企業を直接の研究対象とする経営学が生

れてきたということからも容易にうなつかれる

点であろう。一方では経済学が企業（掴別資本）

をとりあつかっているのに，他方で経営学：とい

う形で企業が薩接の研究対象ときれる繭玉的な

基礎は，かかる綴溺資本家の実践的要請にある

のであり，それ故にこそ他の諸学にもまして，

より強く実践姓が要求されるのであると理解さ

れる。

　われわれが専攻する農業経営学もかような経

営学の一分野として，個溺の農斑が提趨する「

農業経営をいかに運営するか」という課題に対

して，突銭的な解答を麗意することが要求きれ

ているといえる。しかし農業経営学においては

ことにわが国のような特殊な社会経済的条件下

の農業経営を直接の研究対象とする場合におい

ては，そこには経蛍学～般に解消しえぬ特異な

問題があり，そこで要請きれる実銭性も工場工

業の企業が要請する実銭性とは著しく様相の異

ったものであると湾えられる。その理由の一つ

は農業という生薩部面の特殊魅が，農業におけ

る欄鵬資本の運動に対して強く影響を与えてい

るという点であり，他の一つはわが醐の後進資

本主義騒としての構造的な持質が，農業経営を

経営学が典型としてとらえている工業の企業経

営とは著しく異った性格のものにしているとい

う点である。その意味でわれわれが要請されて
　　　　（窪〉
いる駕篭牲は，嚢業がもっている一般的な特異

牲とともに，「農業問題」という形で通常問題

ときれている特異牲をぬきにしては者えられな

い挫質のものであるといえる。

　このようにみてくると「農業経営をいかに還

凝するか」という同じ課題に薄しても，いろい

ろな視点からのきまざまな解答の仕方が喪えら

れる。すなわち，貝偉的な有用耽溺が使用価値

である生産季段をもつて，合理的（効果的）に

新しい使用価値を作りだすにはいかにすればよ

いか，という鼓術的な視点からの検討。次にこ

のような技術的な解答が，具体的な農民のわカ》

れている投会経済的諸条件によって影蓼される

経済蝕や収益盤の観点からの検討をへて，「いか

にすればより大なる収益をあげうるか」という

解答が用意きれる場合。更に，農業が劣勢産業

として工業に絶紺的にたちおくれつつある場舎

には，「農民をして農業経営をいかに運営せしの

るか」という形の独占資本の側からの謙題，あ

るいはそういう条件の下で農民が「生きのびる

た繧にはいかに逗営しなければならないか」と

いう形で畠される課題，更には「いかに運鴬す

るか」という課題とεいかに運営せしめるか」

という課題とが融含した形ででてくる問題，な

どの夫々に対する解答が駕意きれる場合も考え

られよう。
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　しかし羅済学が経済発展の歴更的な法財姓を

糊題としていることに関連して，そのような歴

史的な経済発展の流れの中で偬劉経由をとら

え，その個別経営をいかに運営するかという問

題を考える場合に用意されなければならない実

．三門は，当然歴更的な進化の法則を基盤として

いるものでなければならない。このことは，農

業経鴬学の理論が，その対象となっている農罠

が具体平な形で欄別の経営閥題として直画しつ

つある農業問題をぬきにした形では，実践牲を

もつたものとして構成きれえないばかりでな

く，農業問題がr資本主義の種々な門門段階に

おうじて，また各国の資本選義の異った構造的

特質におうじて，それぞれ異った形態をとりつ
　　　ぐり
・つ発生」する歴史的な問題であるということか

らも，特に強帯きれなければならない点である

と考えられる。

　以上は，既に自明のことであり，ととさらこ

こでふれたことに奇異の感を抱かれるかもしれ

ないが，一つには従来の農業経営学に離する疑

問の整理のために，一つにはこの湾察の呂標と

す珊珊経営の雛的1纒の規点を何処量こおく

か，という唱題のいとぐちの発見のために，あ

えてふれたにすぎない。現実の経済全体が「云

わば荊逆醜聞的骨髄りつつある喚

き，その中にある姻別の農業経蛍に対して実

写酌な掴針を勢えること，あるいはその前提と

してかかる罪可逆的な前進行程の中での農業経

緯のさまざまなうごきの申に法則盤を見出すこ

とが，われわれの農業経嘗学に課せられている

任務であるとすれば，農業経営の動態的変化を

隅一的に摺餌する理論骨野が必要であろう。と、

ころが従来の農業経営学においては，この面の

検討がほとんどなきれなかった，なきれても極

めてウ認，一クであった・といって樋言で關

るまい。

　成程わが籔の農業経営が，概して経営の変化

にとぼしい，従ってほとんどがルーチンにまっ

て鴬まれてきたものであったことは，既に多く
　　　　　　　　　　　　での
の人々によって指摘きれてきた通りである。そ

して屡タいわれるわが圏の農業生産の停滞鍵

も，農属1ζこのようなルーチンへの依存を余儀

なくきせてきた諸条件に由来するところが極め
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て大きいと考えられる。そのためそのような農

業経営を直接の対象とする場面には，特にとり

たてて動態的な経営理論の分野を必要とする度
亀

山も亦少からぎるをえなかったと考えられる。

　しかしルーチンに依拠するとはいえ，その反

面では極めて緩漫にもせよ，農業経営の種々の

面で日々薪たな方向への試みがなきれているこ

とは否定できない。ことに戦后は農業の合理化

の方向として，機滅化・有畜（酪農）化・共同

化・輪作体系の導入，等々の具体的には経営の

動態的な変化を標申する言葉が嘱えられてお

り，実際に具体化レている経営も数多く存在し

ている。このようなうごきをとらえる理論的な

武器が雛来の農業二丁学にあったであろうか。

従来の農業経営学は，たとえばブリンクマンの

農業経営学に典型的にみられるように，単に，い

わゆる農業聞題の形で壇上にとりあげられる餓

面を捨象しきっていたばかりでなく，経営四部

からの内発的な乱闘のうごきをも拙象化して，

超（あるいは没）歴更的な形でとらえた与件へ

の適応と喜件の下での晶晶内部の均衡のみに限

定した形で理論の構築を試みてきたように湾え

られる。このような静態的な理論のたてかたで

はかような経営の動的な変化を明確に把握する

ことは著しく困難であろう。経営の動的な変化

の契機も方向もエネルギーも不明確におわるか

らである。

　この考察では上述の如きいろいろの経営のう

ごきの中に法則姓を見出すために，若子の品題

について序論的な検討を無えることにする。問

題の第一点は農業生産に不可欠な生産手段であ

る土地に関する問題である。周知のように農業

資本は産業資本の一つの霧殊具像的な存在形態

にすぎないが，土地という生産手段が生産過程

にとり入れられることによって，一般の産業資

本とはかなり異った運動の仕方をするものと考

えられる。そこで土地が農業生産においていか

に機能するか，その機能の特異盤が農業経営に

おける機能資本の蓄積に対してどのような影響

を与えるか，とい．うことが問題どなる。隠題の’

第二点は，経欝の動的な変化に際して土地駈有

がいかに1乍用するかという岡題である。土地所

有は農業資黍の運重むに：対していかなる規制を欝

ξ



え，機能資本の蓄積の仕方，方向，に対してい

かなる影響を与えるであろうか。

　要するに農業経鷺のもろもろのうごきは，生

産に投下きれている機能資本の投下のきれかた

の変化にほかならないが，以下ではその変化に

方向づけを与える最：も豆本的なものとして土

地及び土地所有をとりあげて考察しようと思
17）

つ。

　註：σ」佐々木吉郎「経営学の課題」『経済評

　　論3第5巻第2号26頁以下を参照。

　　　このほか同誌薩号所載の馬場敬治氏およ

　　　び藻灘重隆氏の論交も参照。

　　②最近，農業経鴬学がこの実践姓の要請に

　　　充分こたえているか，という点をめぐつ

　　　て反省的な論文が発表きれている。たと

　　　えば　金沢夏樹「わが繭農業経営学の動

　　　向と反省」『農業経済隣究』第27巻第1

　　　号，西壇一郎「農業経営研究の動向一驚

　　　代経済学的把握を中心として一」岡誌第

　　　29巻第1号など。爾氏の議論の間にはた

　　　とえば「実露盤」の意昧応容のようにか

　　　なり大きな差異があるが，共に，従来の

　　　農業経営学が実践姓を欠除していたこと

　　　を指醜し，その克服のために方法論的な

　　　反省をすべきであると主張している。（金

　　　沢氏は従来の欠陥として組織論の偏重の

　　　傾向を摺逸し，西壇氏は静態的摺餌こ終

　　　些していた傾向を反省しているようであ

　　　る。）

　　〔3｝大腕力『農業問題』4頁

　　㈲票蜘精一『萄本農業の展嗣過程』1頁

　　㈲このことは農業経営学の分野でなされな

　　　かったわけではないが，むしろ「生産溝

　　　遣」論とか「技術構造」論とかいった形

　　　での，経済学の側からの壁体卜うらづけ

　　　として行われてきたのが主であって，経

　　　営理論の一層の展闘としてはあまりなき

　　　れていないのではなかろうか。

　　⑥たとえば　東畑精一上掲書32頁以下。

　　e7）しかしこのことは農業問題がこの点のみ

　　　に限定きれるというのではない。現実的

　　　にはそれは独占資本と農業経蛍の関連に

　　　おいて極めて深刻にあらわれているが，

序論的にこの面のみに限定して渚えよう

とするのである。

　　2・農業生産における土

　　　　　地に関して

　一般約にいって農業経営が他の産業部門の経

営（特にその典型として考えられる工業都門の

経営）に対比して，相瀬的にもせよ，より強く

瞥日づけられている点があるとすれば，それは

一つには土地の生産手段としての特異盤であ

り，一つには農業の「生産過程そのものが生物
　　　　　　　くり
の生長過程である」ことであろう◎これらの特

異盤は，単に欄溺資本の運動する揚面がことな

っているという意味で農業経営を特徴づけるば

かりでなく，それらの特異性の影響によって便

別資本の運動自敏を，具体的には生産力の増大

という物的技術的な鑓薗を，著しく特徴づけて

いると考えられる。

　農業経営の動的な変化というのは，実は農業

に対する資本の投下の仕方の変化にほかならな

いと考えらおるが，この場合に第一に問題にな

るのは，その変化のうごきが土地という特異な

生産手段の影響によって，どのような醤異盤を

もつにいたるかという点である◎そこで以下で

は生産手段としての土地がいかなる機能を果し

ているかをまず明らかにし，次に土地以外の機

能資本の蓄積に薄してそれが如何なる関連をも

つことになるかを検討する。

　イ、生産手段としての土地

　土地は農業にかぎらず他のすべての産業部門

においても，「生産に利落きれる演然一般として
　　　　　　　くみ
各種の画工をもつ」ている。すなわち

〔1〕土地は生産が行われる不可欠の前提とし

　て，たとえば工業における工場敷地のような

　形で，過程が進行するために必要ときれる最
　　　　　　　　　くむ
　も重要な対象的条件をなす。この場合の土地　　・

　は直接には労働過程に入りこまないが，それ

　なしには過程は全く進行しえないか，または

　不完全にしか進行しえない。この意味で土地

　は農業に隈らず一般的に労働手段として巖能

　する。　　　　　　　　　　　憩

〔2〕　また土地は1鉱業に津δける鉱石や，冶業業ξこ

　おける天然原始林などのような使尾価値をも
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　つた自然物を包蔵する労働対象でもある。農

　業において問題となる土壌申の水分や有機的

　肥料分も同様であろうが，この場合の労働過

　程はこれらの優用価値をもつた自然物を「大
　　　　　　　　　　　　　くの
　地との直接の関連から引離」すことを践的と

　して進められる。

（3〕農業生産においては，土地は「一連の他

　の労働手段とすでに比較的高度な労働力の発
　　　　　　（5）
　達とを前提」にして，「労働者が自已と労働対

　象との間に置くところの，そしてこの対象に

　対する彼の活動の導体として彼に役立つとこ
　　　（の
　ろの」労働手段として機能するQ

　従って土地は農業生産において1ま，生産が行

われるための不可欠の前唄条件をなしていると

いう点で労働手段と呼びうるばかりでなく7生

産過程そのものに入りこんで人間の活動の力手

段として機能する意昧においても労働手段と呼

びうる。しかもこのような労働手段としての機

能を果すと同時に，その中に包蔵する水分や栄

養分等の補助材料をも援洪しており，この点で

は労鋤対象でもある。土地はこのように重要な

生産手段であるが，同疇に資本によって全面的

にはおきかえることのできない自然であり，有

眼な，不等な，不動なものとして経営的にも所
　　　　　　　　　　　　　（7）
有的にもr独占されうる自然」である。

　かように土地は概揺的には農業1こおける基本

的な生産手段として規定きれているが，この考

察では更に厳密な規定が必要である。何故なら

これだけでは土地が如何なる機能をもつた労働

手段なのか，特に生産過程において労働力や他

の労働手段や他の労働対象などと結合きれてい

る場含に，土地は他の生産力の構成要素といか

に関連するか，その構威組織の申で勉からいか

・に規制され，他をいかに規制して行くか，が依

．然として不明瞭なままのこされるからである。

以下で問題とする労働手段としての土地は，〔3〕
　　　　　　　　　　　　　　　　（s）
．にあげた意味での労働手段に限定する。
　　　　　　　　　　　　　　　（9）
　労働過程で「活動の導体として」　「力手段と
　　く　の
して」機能する追撃手段の中にも，大まかにい

って筋骨系統のそれと脈管系統のそれの二つの
　　　　（1議）
種類があることは周知の通りである。マルクス

がこの区別を敢て行い，且鯖骨系統の労働手段

を重視した理磁は，． ?なる比喩的な意瞭ではな，

畳4

かつたと考えられるが，労働手段としての土地一

はこの何れに属するものであろうか。

　まず考察の準傭段階としてマルクスの規定に

依拠しつつ，労働過程における鰯骨系統の労働

手段の機能の面ならびに他の労鋤手段や労鋤対

象に対する位置を，脈管系統の労働手段につい

てのそれと比較してみよう。

　いわゆる面骨系統の労働手段は「物または諸
　　　　　（聖2）
物の複合体」がポテンシャルにもっている自然

力のうち，讐にその機械的，物理的属性を労働

対象に対する力手段として利用し，労働者の肉

体的諸器富のうちでも特に人閲筋力の面の延

長，効率化のために役立てられるものである。

この種の蛍働手段は最初は遵具の形で肉身的諸

器宮を面接的に延長する役割をになったが，作

業機・伝導機・動力機等の一連の発達によって

労働力の肉体的な限界が相対的に拡げられ，人

閥筋力の量的な拡大と質的な向上がもたらき

れ，究極的1ζは人問鯖力の絶対的軽減を可能に

した。この種の労働手段が重視きれるのはそれ

が「人間労鋤力の発達の測磁器であるのみでな
　くユニり

く」，過程にくりこまれて労働に従事する労働

加存在形態（すなぎ請「そφうちで労働・桁

われる社会的諸関係」）が，この種の労働手段

の発達と相互に密接な闘連をもつているからで

ある。この場含，相擁対象の改善が人閥筋力の

解放に関して労働手段の改善よりも梢文重的に意

義のうすいものに窪まらざるをえないのは，そ

れがあくまでも所欝の労働官設依系の眼界をも

つた機能を，その限界内で効率化するのみであ

って，それがおかれている労働過程の中での受

動的な位置からみて，その労働手段休系の質的

な高度化をもたらすことは不可能だからである

と考えられる。そして労働生産力の段階的な展

請が筋骨系統の労働手段の申でも特に融力機の

面における発達，すなわち蒸気激闘や鴛力機関

の発達を申核としてもたらきれたことは，歴史

的にも論理的にも容易に理解しうるところであ

る。

　これに対して脈管系統の労働手段も労働対象

に対する「活動の面体として」用いられ，労働

力の肉偉的諸器官の延長的役割を果す点では筋

骨系統の労働手段と何らかわりがない。ごく単



純な形では肉体的な限界をもつた手のひらから
　　　　　　　　　　αδ♪
「管・槽・籠・壷など」という形へのうつりか

わりにみられるように，肉体的諸器官を直接

用いるかわりにこれが用いられるのであり，そ

の限りでは笏膏系絞の労鋤手段体系に従属し，

その機能を補完する機能をもつているといえ

る。しかし人聞の労働対象への働きかけは，自

然に行われる物理的・化学的・生物的物質代謝

作曲を自已の農的に合致きせた形で行わせるこ

とに他ならない。この場合に筋骨系統の労働手

段のみによる自然の代謝作用の綱鱒・促進（こ

の場合は密議的にその物理的機構的代謝作周の

衝に集中きれている）ではなしえない面が存在

する。たとえばより物理的・化学的・生物的な鳥

威や分解などの自然的物質代謝1心用のコントロ

ールのためには，肉妹的諸人窟の直接的な延長

によっても，また籍骨系統の労働手段によって

も充分なしえない撫熱・冷却・燃焼・合成など

という操作が必要となる。そしてこのような操

作を可能にする労働手段として脈管系統の労働

手段が機能する場合がある。マルクスが「これ

らの容器は化学工業において初めて重要な役割
　　　　α6）
を演ずる」といっているのは，このような場合

を指しているのであろう。換雷すれば人問の労

働能力の質的な眼界をうちやぶって拡大させて

行くという惹昧で，この系統の労働手段は化学

工業や冶金工業においては非常に重大な意義を
　　　　　（1？♪
もっており，それらの部門における労働生意力

の発展がこの種の労働手段の改善に密接な関連

をもつているわけである。

　しかしこのように脈管系統の労働痛心が労働

過程において申心な位置をしめている場合で

も，この系統の労働手段の改善のみでは笙産力

は発展しえない。というのはこの系統の労鋤手

段を機能きせるためには，多かれ少かれ入閥筋

力による操船を必要とするからである。たとえ

ば脈管統系の労鋤手段に原料や補助材料を投入

する鰍こ，それらの労働対象を機械的・物理的

に処理したり，そこからひきだされたものを変

形させたり分離したり，更に脈管系統の労働手

段の中での物理的・化学的・生物的代謝作用が

目的通りに遂行きれるように麗搾したり方訂（減）

圧したりする物理的・機械的操作力泌要である。

従って脈管系統の二三手段の高度化が所与の労

働過程において具体化されるためには，その脈

管系統の労鋤手段を機能き廿るために必要な筋

骨系統の労働手段の高度化が前提となる。この

場合の両者の関係は次の如くなるであろう。す

なわち，脈管系統の高度化に先立って，少くとも

その最低限の機能を二二にする筋骨系統の高愛

化が前縫となるが，そのようにしてできた一つ

のセットの中での筋骨系統の一層の高度化によ

って，高話の高痩化された脈管系統の効率化が

漸次もたらされる。しかしある点以上では二二

系統の一層の高渡鳥；メ竣早脈管系統の効率化と

して反映しなくなるにいたり，次の飛躍が脈管

系統の高度化によってはじめて可能になるとい

ったジグザグな，相互規定的な関係をもつと考

えられる。この場合においても二二対象の改善

は機械鋼工業におけるそれよりも重要性が増す

ではあろうが，：全体からみて相対的にネーペン

な位置におかれることはいうまでもあるまい。

　では先に述べた労鋤手段（ここでは　〔3〕に

あげた意味での労鋤手段に限定する）としての

土地は，これらの二つの系統の何れに属すると

みるべきか。この場合生簸過程にくり入れられ

た土地の機能を，技術約観点からとらえた「地
　くにお　

力」に関する自然科学的知識を援用することに
　　　　　　　　　σしり
しよう。室島氏の茨示に従えば，作物生育の測

面から地力をとらえると，地力内戚要素の一つ
　　　　　　　　　　（2の
として「作物生育要素」が考えられる。その欝
　　　　　　　　（2D
容の詳細は原典の表にゆずるが，それによると

大まかに云って土壌は，作物の生育，生長という

自然的な物質代謝作用において，有力な媒介を

なしているといえる。すなわち土襲自体がもつ・

ている保水性・通気性・保肥盤・保温姓・作物

の根の保心力などはこの代謝1乍用の重要な三二

をなしているが，たとえば水耕培養のような形

で土壌なしにもこの作用は充分成立しうるζと

を考えれば，生育過程そのものの進行と土壌の

面影とは…応切離して考えることが可能であ

る。従って作物生育の過程自体で閾題となるの

は水であり，空気であり，肥料分であり・温慶

なのではあるが，土地はこれらの過程の進行の

ために必要な物質の媒体をなしているにすぎな

いといえる。要するにこの作用の進行自偉に1葭：

15



接介入するのは土壌ではなくて，土壌を媒介に

して自然的にあるいは人工的に用意きれる諸物．

質であって，農耕労働は唯単にこの作臆の進行

を促進したり擁制したりするために，滋に土燧

のみならず飽の多くの諸条件を変化きせる目的

で投下きれる。従って労働手段としての土地の

「地力」というのは，土壌のこの面の媒介機能

の優劣とその機能の人間労働による制舞の慶含

とからなっているといってもよいであろう。

（このことは労働手段としての土地について

は，窒山鳥の表示における池の地力構成要素を

考慮しても妥当すると植われる。）

　かくして労鋤手段としての土地はり一ビツヒ

が二三的にいった「桶」のような単なる容器で

はなく，またマルサスの考えた機械のようなも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22）
のでもないといえる。そして温品的な意昧で

億なしに，化学工業や醸造工業における脈管的

装置や，冶金工業における錺鉱炉と全く周様の

機能を演ずる脈管系統の労働手段であるといえ

．る。

　以．ヒを要約すれば，土地は農業生i董において

ゴ労働過程が進行するための対象的条件をなして

いるという意味で労働手段であると呼びうるば

かりでなく，本来的に作窃生育という自然的物

質代謝1乍稲の媒体として機能するが故に，農業

の労働過程そのものにとり入れられてその代謝

作用に対する人払の層的的な制働行為を媒介す

る二手設としても機能する。と岡持にその中に

含んでいる水及び肥料分は，農耕によってr大

地との二二の闘連」からきりはなきれて，外か

ら喪入きれた諸要素と岡様に，労鋤手段として

の土地を媒介にして幾謝1乍用のために用いら

れる。

　織、機能資本の蓄積と土地

　農耕労働は，忌物や動物の生育・生長の過程

を自然的な山鼠代謝作用として法七海にとら

え，この認識を実践的に合目的的に適用するも

のにほかならないから，農業生董のために眉い

られる生薩要素の趨織。結合のしかたには，一

颪からいえばそれ自体の巾にもっている援術的

な合期性にそったものとしての方陶づけが与え

られているといえる。

　このような技術的な合則煙という隈定的な観

…6

点から考えれば，物的素材関係からみた農業に

おける資本の投下の仕方，ことにその投下の形

を変化きせる方向ならびに方法，はどのようで

なければならないであろうか。次にこれを図式

的に考えてみたい。

　作物生産を例としてとりあげようQ

　農耕以前の最もプリミティブな段階では果実

の採取という形をとる。このように単純に代謝

作期の結果を蒐敵する段階では土地はまだ脈管

系統の覚働手段となっていない。この採取の確

実化と量的な拡大，更｝こは果実の品質の改善と

いう日的にそって，作物の代謝1黒川の過程に対
　　　　　　　　　　　　　　　　（慧6）
する人二面働力の制卸支配がはじまる。先ず第

一に労働離象（原料としての種子）の把握。

次に土地そのものを脈管系統の労働手段として

整爾するための資本投下。（具体的には開墾熟畑

化を指す。）灘蒋に土地を労働対象としてもとら

えて，その巾に禽まれる水分やrF物栄養分を原

料として，脈管系統の勇鋤手段としての土地を

通じて作麹に結びつける。この段階ではいわゆ

る農耕的土地秘用の基盤をなしている土地（脈

管系統の労働手段）の外延的拡大と，労働対象

としてのいわゆる原生的地力（輪転中の栄養

分）の利用の高度化が主醸的となる。それらの

機能を充分に発揮きせるために筋骨系統の労働．

手段の装欝毒が充実される。

　次の段階（A）は脈管系統の心慮手段としての

土地を一応所与として（ということは外延的な

ひろがり及び媒体としての機能を一応一定とし

て），この機能をより効果的にするための昏種の

形態をとった資塞投下が行われる。すなわち筋

骨系統め労銀手段の高慶化によって，土壌中の

栄養分をより効果的な形で大地からきりはなす

と岡蒔に，代諺封乍用に対するコントロールを搬

底化する。労働対象としての1乍物の改善によっ

て大地からきりはなされた栄養分をより効梨約

に利馬する。更に外から入監脅勺に栄養分を補給

して作物に合体きせる。この段謄で労働謝象と

しての1麟勿の選択（この場合あくまでも所与の

土竈への考慮が基峯的となる。）を適じて一応
　　　　　（慧4）
「経営方式」が定立きれる。

　次の段階（H）でも爾，脈蟹系統の労鋤手段と

しての土地が藤与として固定きれており，上述



のような形で資本投下が続けられるとすれば，

いわゆる「収穫逓減」の傾向があらわれる。土地

の媒休としての機能の限界がひろげられないか

らである。篤骨系統の労働手段の一層の高度化

も，脈管系統の蛍働手段の外延的なひろがりと

媒体としての機能が固定的である限り，頭うち

となるQこのような枠内での経営のうごきは一

定の経学方式の中での集約化のうごきに止まら

ぎるをえない。更に場舎によってはいわゆる地

ヵ収奪（労働対象としての土壇中の栄養分の絶

対的減少）や施肥のゆがみを通じて，脈管系統

の労働手段としての土地の機能までも低下きせ
　　　　　　　　　　（25）
る場合が生ずるであろう。

　次の段階（C）において生麓力を発展きせるた

め1こは，脈管系統の労鋤手段としての土地その

ものの高度化が必要となる。この方向はいわゆ

る土地そのものに含休する投資が主流をなすの

であるが，面積的な拡大をも含む。このような

高度化の前提として，あるいは高度化した脈管

系統の機能を発揮させる醜提として，筋骨系統

の野冊手段の県門化が必要とされる。このよう

な土地の高度化の場合に面積的なひろがりが重

要な問題になることも忘れられない。このよう

にしてより高度化された脈管系統の蛍働手段と

しての土地の上で，上述の（A）のような資本の

増投の過程が展開され，その過程を通じて経営

組織の変化が現象し，具体的には経営方式の変

化としてあらわれる。

　結局，農業における資本（機能資本）の投下

は土地が脈管系統の労働手段であることによっ

て，その投下の仕方そのものが段階的なものに

ならぎるをえないと老えられる。このことは工

業についても，たとえば動力機●伝導機・作業

機・原料という一連の関係においてもある程度

いいうるが（そして冶金工業のような場合には

更に鑓鉱炉と起重機というような関係で非常に

顯著なものとなろうが），農業においては土地が

資本によつて全薗的にはおきかえられない自然

力でありながらも，かように重要な規定的な位

置におかれるため，この傾向が著しく強められ

るものと考えられる。

　註：（1）吉岡金市『農業技衛学』（1947年）39

　　　頁以下

②加用信文「農業における土地の経済的意

　義」『農業総合研究』第7巻鑓1号4頁

③マルクス『資本論』第1巻第3篇第5章

　（向坂訳岩波三三版）70頁

㈲マルクス同　上：，　　67頁

〔諭〔6）マルクス岡上，　　68頁

σ）マルクス『資本論『第3巻第6篤鐙38章

　（向坂訳交庵版）　55頁

｛8にのように問題を限定した理由は土地の

　もう一つの労働手段としての側面，すな

　わち対象的条件をなすという意味での労

　働手段の面が，農業生産にとっては特に

　特殊な問題’でばないと考えたからであ

　る。差額地代発生の基礎として土地の豊

　度と位置とを通常とりあげるが，そして

　農業部門では価格決定がいわゆる限界原

　理に従うことを離提とするが，農業に特

　殊な土地の制限姓と経営的独占という点

　に関しては位置の聞題はきりはなきれる

　べきものと考えられる。すなわち農業で

　の土地の生塵的機能と限界原理との妻達

　からみれば，平均原理の支配する工業で

　も問題となりうる土地の労働手段として

　の盤質，が前面にでてくる位置の議題は

　全くネーベンなもので，土地が直接労鋤

　過程に入りこむ場合の豊度の闘題が春心

　的であり，そこにおいではじめて限界原

　理が前面となりうると理解きれる。その

　意味で何よりも中心的にこの面での労働

　手段としての土地を問題とした。

（9）圃マルクス『資本論第』1巻第3篇第5

　章（向坂訳面諭版）68頁

顛コ）マルクス　同上　 69頁

⑫マルクス　詞上　　68頁

q3隅繊コ6）マルクス　嗣上69頁禽U3）曲に

　ついては『資本論灘第1巻蘂ll章～第！4

　章をも参照。

⑳星野芳郎『鼓術論ノート』1！9頁～129頁

　を参照

圏土壌学においては地力は「可能盤として

　の土壌生産力であり，土壌生睦力は現実

　盤としての地力である。」（弘法健三r土壌

　生産力について」『農業及園芸』25巻第

17．が



　1号）とか「土壌の化学的及び物理的諸

　性質の総和」（弘法岡上稿）とか云われ

　ているが，麗確には判らない。この点は

　加用氏の前掲稿を参照。

⑬⑳⑳磯辺秀俊（編）　『畑作農業の二二』

　243頁以下を謬i穣。　　（特1こ表1ま251頁）

㈱蒙畑・磯辺編『農業生産の展開構造ぶ59

　頁では，比喩的に脈管系統の蛍働手段と

　して表現きれているようである。

囎マルクスが土地が農業において労働手段

　となるためには「一連の飽の労働手段と

　すでに比較的高度な労働力の発達」が前

　提となるといっているのは，このような

　段階における二三力の発達と，特に筋骨

　系統の労働手段の発達を指しているので

　あろう。

鋼この場合の経営方式とは，ブリンクマン

　のいうようなr分化力」と『統含力」と

　によって構成きれている経営組織の具体

　的概括的な群類を指す。（プリンマン『農、

　業経営経済学』大槻訳ま11頁以下参照）

　しかしプリングマンの経鴬集約度理論は

　（A）から（8）への集約化と，（A）から

　（£）を遜じて（C）に至る集約化と，：更に

　くC）の上で行われる（A）から（8、への動

　きに質的に同一とみなしうる集約化との

　間の差異を二幅せぬ欠陥をもつている。

　（これはブリンクマン上掲書13頁とブリ

　クマン『農業経営方武の原理』永友訳34

　頁との閻にみられる経営方式と経営集約

　度とのくいちがいや，飯沼二郎氏が指摘

　している経営方式の変化のメカニズムに

ついての理論の欠二一爆業凝誌面
二二に念験羅の経営裳的汀考察」』農業

　鎌郷国巻購二3ユ購，特に
　4ユ頁参照一などからも萌らかである。）要

　するに彼の方法論の問題であろうと思わ

　れる。

飼この点は土壌肥料学においてもまだ充分

　瞬らかにきれていないのではなかろう

　か◎えとえぱ輪作や休閑によらずに地力

　の維持回復が可能かどうかなどの点。

議8

　　3・機能資本の蓄積と土

　　　　　地所有の関係

　改めていうまでもなく生産力の展開は，鼓術

的には生産力の構成要素の物質的な結合の変化

によってもたらきれる。もとより生産力の構成

諸要素は「人間の一定の関係すなわち生蕪関係
　　　　　　　　　　　　　　　　ぐの
を通じて，有機的に結含きれ統一きれ」て，は

じめて現実的に生州力となるのであるから，生

産力の　つの要素をなしている生産の技衛的組

織・技術的関係の中にある技術的合月下，ある

いはその合則｛生にそった独自の内的発展の論理

そのもののみによっては生産力はのびえない。

「生産力は生産関係を逓じてのみ，媒介として
　　　　　（2）
のみ発展する」のであって，響町的発展の内的

論理から生ずる改良進歩も，一定の生産鞘口の

体系によって，具体的にはその生薩関係の経済

的なありかたの表現である経済的合則｛生によっ

て，その採否がきめられるQ

　そこで，濃業における生産関系を資本鋼的商

品生産と土地所有に集中的に限定して，上述の

ような技術的な合月跨と経済的な合則姓との関

係を考察してみよう。農業における技術的舎三

野にのっとった舟唄的発展が，抽象的な形では、

これまで呪えてきた「機能資末の蓄積と土地と

の関係」のようにあらわれるとすれば，商品生

産ならびに土地所有はこれに対して如伺なる関

連をもつか。このことは，われわれのとりあげ

る核心的な問題が，「技箭が赴会経済的構造によ
　　　　　　　　　　　　　　　（1り
つていかに制約，阻害されているか」の分折の

みに止まらず，更により深くr四徳が拙会経済

的構造とその発展・変容・いいかえれ麟β本農

業資本主義脚の構造と特質，と闘等していかに

発展し，また逆に，後者が技徳発獲によってい
　　　　　　　　　　　（4）
かなる作用を与えられるか」の分析を進めるこ

とにある場合，上述のような一殻的な論理の魏

握からスタートして，特殊興体的な分配に入る

ごとが必要と思われるからである。

　イ、蓄積の速度と土地所有

　周知のようにレーユンは，資輩主義社会では

第一部門（生薦手段の生産部門）の生産が第二

部門（消費資料の生産部門）の生繧よりも一麟

急速に増大するという・「資本主義的発竪に特有



な歩掛の不均等姓」を命題化した（5＞。この命題

は農業部門が資本：主義的発展の申で工業部門に

対しておくれをとらぎるをえないことを，拡大

再生産表式によって誕屈したものであるが，こ

のような農業における発展（資本蓄積）のたち

おくれは一応土地所有の問題を捨象しても明ら

かになる牲質のものであったQ

　だが，これまでふれてきたように土地は農業

において基本的な生産手段をなしている。しか

も土地は資本によつて作りだすことのできぬも

のとして，経始的にも所有的にも独占きれう

る。そしてそのような独占の野畑は当然農叢に

おける資本蓄積の上にあらわれる筈である。そ

れは，第一に地代（勿論資本綱地代を指す）に

よって農業での資本蓄積を阻害する点。第二に

土地所有の力が農業で幸われる特殊性をもつた

資本蓄積を阻害する点。の二つの点について考

えられる。

　まず第一の点について。

　絶対地代が土地の所有的独占と農業部門の資

本の有機的構成の相対的低位性（社会的平均構

威以下であるζと）という二つの条件によって

発生することは改めていうまでもあるまい。「あ

らゆる土地，たとえその耕1乍が何らの差額地代

を生ぜず，資本に平均和田しか与えないような

最劣等地の弔砲に対しても，一定の代償（地代）

を要求し，これがいれられなければ土地への資
　　　　　　　しの
本投下を擾隣する」力をもつ土地房有（土地

私有の独占）は，その制眼の結果として市場隠

避を「この土地が生産価格以上の一超過分・す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
なわち一の雌代を支払い得る点まで，上昇」
　　　　　　　　　くの
きせる。この「障壁」による生産手甲の上昇部
　　　　　　　　　　　　ぐ　ラ
分は「農業剃余蔽値の一部分」であり，絶対地

代は土地私有によって一般的均等化をきまたげ
　　　　　　ロの　　　　　　　　　　　　　ミ
た「それの1奪敢」であるから，資本家と土地萌

有者との利害はこの点で真向から対立する。換

醤すれば土地の厨有的独占は資案蓄積を一般的

に阻害するわけであるが，これは農業において

は更に具体的な形でも現象する。「すなわち資本

の農業への拡大きれた投資謡蓄積とくに薪らし
　　　　　　　　　　　　　ロり
い土地の半時への畏資を妨げる」のである。

　更に差額地代の碁礎となっている差等ある土

地の経営的独占にもとづいた，蓄積に対する膿

止作用は，その源泉をめぐる問題は一応きてお

くとしても，差等ある土地を生産に用いること

によって例外釣に高い労働生産力がもたらき

れ，それを逓じて獲得きれた超過利瀾が「資本

家のボケツトから土地所有者の手にひきわたき
　（12）
れる」ことによって行われる。このことによっ

ても農業における資本蓄積の遽度は弱められ

るQ

　第：二の点については，土地への資本の合体と

みなすことのできる「いわゆる恒久的諸改良」
（三3）

に対する土地所有の阻害作用をあげることが

できる。借地農業資本家によって投下きれた「
　　　　　　　　　　　　　（隻4）
土地に合体きせられた固定資本」は，「より永

久的な，比較的長期聞にわたって消耗きれるべ
　（15》
き」盤質のものであるが，それらの諸改良は

土地に合体して「土地なる野禽の不可分の偶有
　　　α6）
性として」契約期間がすぎると，土地所有者

に無辺で帰属する。そのため「資本主義的生産

の発展と共に土地所有者は能う賜り借地期間を
　　　　　　　q7）
短縮しようとする」反面，借地農業資本家ば

「彼の儲地期麗の纒続中に完全な還流が期待き
　　　　　　　　　　　ほ　ウ
れないような改良及び投資」を避けるうごきが

でてくる。この面での土野所有の阻審作用は，

土地の自然的盤質を変化きせつつ資本自体を原

因として笙産力を高め，それによって超過利潤

を得ようとする資ホ家の活動を制限づけ，（それ

ばかりでなくこの種の資本自鉢に由来する超遇

利潤をも地代に転化きせるのであるが）正常な

形の農業生産力の発展を妨げる。

　目、・蓄積の方向と土地所有

　土地所有は上述のように農業における資本の

蓄積の速筆を弱める作用をなすが，更に蓄積の

方向に卸しても規糊的に働く。それは蓄積され

うる資本の量を相対的に少くするという形を通

じて，蓄積の方向を規罰するばかりでなく（こ

のことはたとえば蓄積が懲少にしかなきれえな

いため，分割可能な投資部面や，小規模な投資

形態をとる場合などを指す。）既に制度化しその

土地に固着している地代形態が逆に，そのよう

な地代範麟を成立きせている土鍵燐有の力にも

とづいて，蓄積（投資）の方向を規鯛すること

をも葱味する。

　まず土地所有による蓄積（親対的な意昧でい

13〒



えばその量的な側面）の制約が更に蓄積の方向

に対して与える影響を考察しよう。

　われわれは先に生産手段としての土地の機能

に闘して老察した結果，それが脈管系統の労働

手段として，また労働対象として，直接農業生

産過程にくり入れられていることをみた。そし

てそこでは土地は単なる面積的に可分劇な地表

面の一片としてではなくて，一定の面積的なひ

ろがりをもつ面面段としぞ1’他の筋骨総

の労働手段と結びつけられて一定の体系の一構

成要素をなすと共に，面積とは一応きりはなし

て考えることのできる労働対象としての性格を

ももって，生産に充用きれていると考えた。と

ころでこのような生産手段の体系の高度化のた

めには，段階的に生産力の飛躍をうながす基本

的な投資面体的には脈管系統の労働手段の機

能そのものを高める投資）と，それの前提とな

りあるいはそれの機能を充分に発揮させるため

の従属的な投資の両者が含蓄的に行われねばな

らない。前者はいわゆる「恒久的諸改良」を主

とするものにほかならないが，蓄積しうる資本

の量が少いとすれば，この方向での蓄積は技術

的に菌難であるばかりでなく，他の労働手段や

労働対象との関連からみてナンセンスになる場

合も考えられる。このことは脈管系統の労働手

段が高度化きれそれが機能しうるためには，前

提的に一連の他の面での投資をも必要とするこ

とを考えれば明らかになろう。

　従って蓄積そのものが阻止きれるということ

は，生産手設の高度化をもたらす投資の方向を

璽実上不可能にし，多くの場合労鋤手段体系を

所与とした上での，分割可能な，従って生睦力

の飛躍的展醐をもたらしえぬ方向への投資に集

中することになるQ

　また，脈筥系統の労鋤手段としての土地に含

体し，その媒介機能を高度化するような投資が

困難な関係におかれている場合にも，上と同様

にそれ自体に限界をもつ一定の脈管系統の労働

手段の：機能の漸進的な効率化が中心となり，

機能そのものの糖度化は不可能となって農業生

産ηはのびなやむ。このような場合にいわゆる

「収穫逓減」の傾向があらわれる。

　次に地代形態の差異によって，資本蓄積の方

20

向がいかに異るかをみよう。

　差額地代はいわゆる「限界原理」と土地の自

然的豊度の不等性を前立にして形成されるが，

この地代が制度化している土地の上での農業生

産は，より大なる利潤の追求を行う限り皇土地

所有の要求に合致しうる。この場合の土地所有

は土地の経営的独占によって均等化されえない

超過利潤を地代に転化きせるために，資本家の

利潤追求の方向にまつわりつくG利潤追求の方

向が土地豊慶の不等性を基礎にするより大なる

超過利潤の獲得の方向，あるいは土地自然的豊

度に資本を合体させることによって生ずる超過

利潤の獲得の方向を指向する場合，土地所有者

はいながらにして地代増大の基盤が1乍られて行

くからである。借地農業資本家のかような利潤

追求は商愚生産の一層の徹底化，具体的にはモ
　　　　　　　　くヨの
ノカルチユアー化，を指向するが，岡1轡にこの

方向はいわゆる地力の減耗（換言すれば脈管系

統の労働手段の媒介機能の低下と，農耕過程に

おいて原料となる養分等の努働対象の枯渇）

をもたらす危険盤をもつ。何故ならばこの地代

形態による規制1乍刷ま，少くともその時に制度

化している地代を実現しうるに延る資本の投下

と，綱度化している地代収入の永続化のための

配慮を要求するだけであるが，ここにおいて潤

潤の追求という立場との対」向関係が生ずるから

である。すなわち差額地代の第二形態に閣連し

て問題となる「土地に含体する資本」について

は，すでに述べたような深刻な相克がおこる。

そしてそのような投資の方向をとりえないまま

で商品生産を一層徹底化して行くとすれば，早

晩いわゆる地力の減耗という嚢態にたちいたる

からである。

　しかし絶対地代の規制作用は更に阻害的であ

る。すなわちこの地代形態は投下資本の有機的

構成が相乗的に低位であることを苗挺とするか

ら，土地所有は有機的構成が高度化する方肉へ

の投資を強力に眠止することになる。従って差

額地代の壇掬を可能にする作物への作付転換で

あっても，有機的構成を高める方向では許容さ

れない。従って適地適露というような地域的な

商品生産の分業が行われ難い6また同一作物の

作付を諮提としても，脈管系統の労鋤手段や筋



骨系統の労鋤手段の高度化の方向が優位に立つ

ような投資は，同様の理由から阻害きれる。従

って具体的に可能な蓄積の方向は，いわゆる多

肥多事とこれを支える労働対象の改善の方向が

主流とならぎるをえないQこの場含にも土地は

単なる容器に近い脈管系統の労働手段となり，

「収穫逓減」の傾向が支配的に作用することにな

ろう。要するに商品生産が非常にゆがんだ形で

しか伸びえないのである。

　マルクスは資本主義的証礎の進展が農業に対

してはr入閥とこと雌とのあいだの代謝を，すな

わち人騒が食糧及び衣料の彩態で消費する土壌

成分の土地への復帰を，したがって永続的土噛
　　　　　　　　　　　　　　【2D
急度の永久的脅然条件を蝿乱する。」作屑をも

つていると述べ，更に「資木主義的農業のすべ

ての進歩は，労働者から掠奪する技徳の進歩で

あるのみではなく，同時に土地から掠奪する技

徳の進歩でもあり，一定期間土地の豊度を高め

ることにおけるすべての進歩は，周疇にこの豊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22ノ
度の永続的源泉の破壌における進歩である。」

と述べているが｝このことは全面的には肯定し
　　｛、2・り

がたい。しかし土庖所有の農業生産に面する影

響は多分にこのような傾向をもつていると考え

られる。

　以上の考察は日頃感じていた疑問点を一応整

理したにすぎず，皇后の秘鍵の方向を撲癒した

ものに他ならない。従ってこの考察の要約とし

てうちだせるものはほとんどないといってもよ

い。しかし農業経営を動態的に把握する必要性

は農業経営学に対する実践性の要求が増大して

いる現実からみても，また「農業問題」を具体

的な基底にまでほりさげて趨確に把握するため

にも，大きなものになりつつあると思われる。

ことに生立力の発展を考える場合には，単に生

産力の向上をもたらしうる多分に技術的な視点

からの帰着点を指示するのみでなく，そこへ到

達するためにへなければならない数多くのつみ

かさねの方向ならびに方法と，そのつみかさね

を隠害し変僑を強要しつつある要因を解析し，

その要因の排除の方法と方向をも明示しうるも

のでなければならない。このような問題意識の

今后の展陽のために厳正な繊判を与えられるこ

とを願う次第である。（終）
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